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研究成果の概要（和文）：認知症の人の社会的包摂とQOL向上を目的に、稲作ケアプログラムの効果を検証し
た。まず、1）本プログラムが地域在住の認知症の人の社会参加や精神的健康を向上させるツールとして実行可
能性があることを検証した。2）通常のデイケア参加者との比較においても、稲作ケア参加者の方が有意に精神
的健康の向上が認められた。また、3）本プログラムがグループホームで暮らす統合失調症の人々に意欲向上や
生活習慣改善などの効果をもたらす可能性があることや、4）年間を通じて実施可能な活動であることも確認で
きた。さらに、5）国内外の農業ケアの優良事例を調査し、農を認知症ケアに活用する際の利点や課題を整理す
ることができた。

研究成果の概要（英文）：We assessed the effect of rice-farming care program which aimed social 
inclusion and improvement of quality of life for people with dementia. 1) We assessed the 
feasibility of the program as the tool of social inclusion and improvement of mental well-being. 2) 
Compared to usual day-care program, rice-farming care program showed improvement on mental 
well-being. 3) In addition, we observed that this program had good effect for the residents with 
schizophrenia who are living in the group homes, in that they became more positive and that their 
lifestyle became better. 4) We also observed that this program is the year-round activity which is 
feasible regardless of the reasons.5) Furthermore, after we inquired the best practices of the green
 care farm globally, we summarized the benefits and challenges in using the care farm in the 
dementia care.

研究分野： 認知症ケア

キーワード： 認知症　稲作ケア　農業ケア　パーソン・センタード・ケア　社会的包摂
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研究成果の学術的意義や社会的意義
従来の老年学は健康で生産的な老年期に価値をおいてきた。しかし、人生100年時代を迎えた現代社会では、認
知機能障害や精神障害、身体障害、貧困、孤立などの困難を抱える人々が生きづらくなってきた。このような生
きづらさを抱える人々を包摂する社会を構築するために、新しい老年学の理論を構築する必要がある。我々が開
発した稲作中心の農業ケアは、生産性よりもパーソン・センタード・ケアのアプローチを重視したツールである
と考える。また、農業は日本の文化に深く根ざしていること、休耕期を活用できること、農家を支援者として活
用できることなどの観点からも、社会的意義が大きいと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

近年、認知症の人の社会的包摂や QOL 向上を実現するためのケアの視点がますます重要

になってきている。わが国でも、英国で始まった認知症施策のキャッチフレーズ’living 

well with dementia’(認知症と共によりよく生きる)が頻繁に見聞きされるようになって

きた。認知症に関する講演会やシンポジウムなどでも、「お仕着せのデイサービスには参加

したくない」とか、「ケアを受けるのではなく仕事がしたい」という若年性認知症の人達の

声を聴く機会が増えた。同時期に、研究分担者の岡村が非常勤医師として勤務している川室

記念病院（新潟県上越市）の川室優理事長から、休耕田を活用した認知症ケアができないだ

ろうかという提案があった。稲作は日本特有の文化であり、上越市の特色を活かした活動と

なりうる。また、生産的な活動でもあるので、認知症の人が活動の意義を感じやすく主体的

に参加しやすいのではないかと考えた。このような経緯で、我々は、認知症の人の社会的包

摂および QOL向上を実現する新たな認知症ケアの研究として稲作ケアを構想するに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、稲作ケアが認知症の人の社会的包摂および包括的 QOL（身体的健康、認

知機能、精神的健康、社会的健康）の維持・向上に貢献するかどうかを検証することである。 

(1)コミュニティ医学モデルによって、稲作ケアプログラムのフィージビリティ・スタディ

を行う。(2)比較対照群を設置し、稲作ケアの効果を量的および質的側面から検討する。(3)

農業ケア先進国であるオランダの Green care farmを視察し、農作を認知症ケアに活用す

る際の利点や課題を整理する。(4)前述した(1)(2)(3)の結果をもとに、効果的な稲作ケアプ

ログラムの方法を提案する。 

 

３．研究の方法 

１）稲作ケアプログラムのフィージビリティ・スタディ 

①認知症および軽度認知障害(MCI)を対象にしたフィージビリティ・スタディ 

平成 29 年度から平成 30 年度にかけて、新潟県上越市内の病院に入院・通院している認

知症および軽度認知障害をもつ高齢者 8名（男性 7名、女性 1名）を対象に、稲作を中心と

した農作業のプログラムを行なった。プログラムは 5月の田植えから始まり、9月の稲刈り，

10 月の収穫祭まで、週 1 回 90 分、計 25 回実施した。プログラムには、農作業経験が豊富

なファシリテーター1名（研究対象地域の町内会長）と専門職 3名から 4名（医師，看護師，

精神保健福祉士，臨床心理士など）を毎回配置した。プログラム中の作業や話し合いは当事

者主体で進められた。プログラムの実行可能性と効果を検討するために、作業の安全性と自

立度を観察評価し、プログラムの実施前と終了時（6か月後）、フォローアップ時（12か月

後）に認知機能（MMSE）と精神的健康（WHO-5-J）、うつ（二質問法）を評価した。また、プ

ログラム終了時に対象者および施設職員に聞き取り調査を実施し、プログラムによる社会

参加や感情への影響を評価した。 

 

 

 

 

写真 1 田植え     写真 2 野菜の収穫   写真 3 稲刈り    写真 4 はさかけ 



 

②統合失調症の人を対象にしたフィージビリティ・スタディ 

 本研究で実施した稲作ケアプログラムには、認知症の方以外にも精神疾患をもちながら

地域のグループホームで暮らす方々や、住民ボランティアも参加していた。多様な参加者へ

の稲作ケアプログラムの適用可能性を検討するために、平成 29年度にプログラムに参加し

たグループホーム在住の慢性期統合失調症の男性 5 名を対象に、インタビュー調査を実施

した。 

 

２）比較対照群を設置した稲作ケアプログラムの効果検証 

認知症および MCIの方々を対象に、稲作ケアプログラムに参加した群（RC群、15名）と

通常のデイケア（UC群、14名）に参加した群とで認知機能（MMSE）および精神的健康（WHO-

5-J）への効果を非無作為化比較試験によって検討した。  

 

３）オランダ Green care farmの視察調査 

認知症の人を対象にした農作ケアの実践は緒についたところであるが、今後、導入が積極

適に検討されることが予想される。オランダでは社会的困難を抱える人を対象にケア・ファ

ーミングと呼ばれる農福連携によるケア実践が行われている。そこで、2017年 11月に現地

を訪れ、5カ所のケアファームを視察し、運営者にインタビュー調査を実施した。  

 

４．研究成果 

(1)稲作ケアプログラムが地域在住の認知症の人の社会参加や精神的健康を向上させるツ

ールとして実行可能性があることがわかった 

概要：結果を表 1 に示す。プログラムの平均参加率は 93.0％で脱落者はいなかった。事故

はなく、対象者はおおむね自立して作業ができた。プログラム実施前には精神的健康不良ま

たはうつ疑いに該当する者が 2 名いたが、参加後にはいずれも該当する者はいなかった。

WHO-5-J 得点について，Wilcoxon の符号付順位検定により事前と事後の得点を比較した結

果，有意差が認められた(p=0.042)．プログラム終了時に実施した対象者および施設職員へ

の聞き取り調査の回答からは、プログラムへの参加によって、対象者に仲間意識や役割意識、

ポジティブな感情が生じたことが示唆された。また、施設職員の発言からは、プログラムに

よって対象者が社会参加の機会を得られたことや、本来対象者がもっている能力や資源が

引き出されたことがうかがわれた。 

 

これらの結果から、稲作

を中心とした農業ケアプ

ログラムは、認知機能障害

をもつ高齢者の社会参加

を促し、精神的健康やうつ

を改善させるプログラム

として実行可能性が高い

ことが確認できた。 

 

 

表１ 対象者の属性とプログラム参加の効果 



(2)稲作ケア参加者の方がデイケア参加者よりも有意に精神的健康が向上した。 

概要：稲作ケアプログラムに参加した群（RC

群）と通常のデイケア（UC群）に参加した

群とを比較検討した結果、MMSEにはいずれ

の群にも有意な効果はみられなかった。一

方、WHO-5-Jについては RC群でより有意な

改善効果が認められ(17.5 to 20.5 in RC, 

17.6 to 16.5 in UC, p=0.017)、稲作ケア

プログラムへの参加によって精神的健康度

が向上することが示唆された（図１参照）。  

 

(3)稲作ケアプログラムが統合失調症の人々にも効果的なプログラムである可能性が示さ

れた 

概要：グループホーム在住の慢性期統合失調症の男性 5 名を対象にインタビュー調査を実

施した結果、意欲・自発性の向上、生活習慣の変化などがみられた。当事者中心の精神医学

が目標としている「主観的回復（パーソナルリカバリー）」を獲得する手段として共生によ

る農業ケアが有効であることが示唆された。 

 

(4)年間を通じて継続的に活動することが重要であることが示唆された 

概要：認知症・MCIを対象にプログラムの長期的効果（事前、事後、フォローアップの評価）

を検証した結果（表２）、事後の時点では、MMSE、精神的健康度のいずれも改善すること

が認められた。MMSE では特に、計算や想起など集中したり、記憶を保持しておく機能が

向上する可能性が示された。本プログラム参加者の９割が，過去に稲作経験があり，彼らに

とって馴染みのある作業であった。つまり、実際に稲作を実施することにより手続き記憶が

賦活された可能性もある。精神的健康度の向上においては、集団療法では，支持的で肯定的

な場を共有することが抑うつの改善に有用であるという報告や、心理療法のひとつである

箱庭療法では，砂を触ることそのものにリラクセーション効果があり、メンタルヘルスの改

善効果があるとされており、稲作ケアプログラムにも同様の効果があると推察された。一方

で、事後であるプログラム終了から約半年後には MMSE の遅延再生、精神的健康度が低下

していた。共感的なグループへの所属がなくなること、仲間との共同作業の場がなくなるこ

となどが影響している可能性がある。稲作の収穫時をプログラム終了としたが、地域社会へ

の参加という点からも、向上した機能を保つためには、プログラム終了後もグループでミー

ティングを設ける、冬の作物を育成するケアを取り入れるなど、年間を通じて継続的に活動

することがプログラムの効果を持続させるために重要であることが示唆された。 

 

 

図１ WHO-5-J得点の変化 



(5)農業ケアの優良事例をもとに農作を認知症ケアに活用する際の利点・課題を整理できた 

概要：農作を認知症ケアに活用する際の特徴や課題に関して、次のような示唆が得られた。

第一に、オランダの取り組みの特徴は、農業生産の持続可能性の確保というよりは、農村景

観を用いた福祉サービス資源もしくは観光資源として位置づけられ、その運営理念は、利用

者の残存能力に合わせた個別性の尊重であることがわかった。一方、我が国では、農業の持

続可能性と障害者の就労場所の確保という側面が強調され、ケアとしての視点は十分とは

言えない。第二に、ケアワーカーの就労環境の違いがある。オランダの福祉現場でも日本同

様にパート労働者が多くを占めているが、同一労働・同一賃金、社会保険制度についてもフ

ルタイム就労と同じように制度化されているので、パートタイムでも安心して現場で働く

ことができる。農業ケアのような新しい分野に積極的に飛び込める環境作りの一環として、

介護福祉分野で働き方の選択を可能とする雇用や社会保障制度の下支えが不可欠であろう。  

第三に、福祉イノベーションにおける国と地方自治体の役割である。オランダでは、2015年

に始まった社会サービスの地方自治体移管によって、自治体間でサービスの格差が生じて

いるといわれている。日本でも分権・地域化が進み、「介護保険新総合事業」や「障がい者

就労支援・地域モデル」のような自治体の積極的役割が必要な施策が始まっている。2018年

には税法を含めて農地を巡る種々の法改正が施行され、自治体も積極的に都市農地貸借法

等の制度を運用して地域の農地を活用することが可能となってきている。防災、貧困、引き

こもりなど地域福祉の課題に農地を活用する優良事例の「スピルオーバー（政策波及）」を

促進するようなマクロ、メゾ、ミクロレベルの態勢作りには自治体のイニシアチブが欠かせ

ない。農福連携は、認知症の人を地域に包摂するための仕組みとして可能性を秘める。オラ

ンダの取り組みや課題を参考に、我が国の制度や風土を反映しつつ、倫理的な認知症ケア資

源となるように展開されていくことが期待される。 

 

おわりに 

認知症と共によりよく生きることが目指される現代において、認知症ケアとして一般的

に行われているアクティビティは、本当に高齢者の幸福に寄与しているだろうか？われわ

れはこのような挑戦的なリサーチクエスチョンを掲げ、我が国独自の認知症ケア（稲作ケア）

を構想し、プログラム開発と効果検証を行った。稲作ケアとは、認知症の人の社会的包摂お

よび QOL 向上を実現するための、当事者主体のイノベーティブな農福連携プログラムであ

る。3年間の研究により、稲作ケアは様々な課題を持つ高齢者に対して安全に行え、満足度

が高く、精神的健康が向上するというエビデンスを得た。我々の研究成果は、5編の学術論

文にまとめられ高い評価を得た。今後は、認知症があっても、日々に意味を感じながら生き

ることができるようなプログラムを実社会において開拓し、実装していかねばならないだ

ろう。 
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